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町長提出議案一覧

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

承認第８号 専決 専決処分の承認について（令和２年度　和水町一般会計補正予算
（第２号）） 原案承認

承認第９号 専決 専決処分の承認について（令和２年度　和水町特別養護老人ホー
ム事業会計補正予算（第１号）） 〃

承認第10号 専決 専決処分の承認について（令和２年度　和水町病院事業会計補正
予算（第１号）） 〃

議案第40号 条例 和水町消費生活安心条例の制定について 原案可決

議案第41号 条例 和水町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 〃

議案第42号 条例 和水町振興計画審議会条例の一部改正について 〃

議案第43号 条例 和水町税条例の一部改正について 〃

議案第44号 条例 和水町国民健康保険条例の一部改正について 〃

議案第45号 条例 和水町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 〃

議案第46号 補正予算 令和２年度　和水町一般会計補正予算（第３号） 〃

議案第47号 補正予算 令和２年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第48号 補正予算 令和２年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第49号 補正予算 令和２年度　和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第50号 補正予算 令和２年度　和水町下水道事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第51号 補正予算 令和２年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第
１号） 〃

議案第52号 補正予算 令和２年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第53号 補正予算 令和２年度　和水町病院事業会計補正予算（第２号） 〃

報告第１号 報告 令和元年度　和水町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　　告

報告第２号 報告 令和元年度　株式会社 菊水ロマン館の決算報告について 〃

専 決： 3件
条 例： 6件
補 正 予 算： 8件
そ の 他： 2件

計 19件

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　名 提出者 審査結果 付託委員会

34 令和2年
4月27日

県道16号線速度規制及び信号機等設
置について

和水町馬場区自治会
会長　坂口　幸裕 採択 総務文教

常任委員会

35 令和2年
4月27日

地方たばこ税を活用した分煙環境整
備に関する陳情書

山鹿たばこ販売協同組合
理事長　松見　真一　外7名 配付

86億2,415万1千円に総
額

令和２年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

令和２年

６月

１億6,616万8千円を追加!!

　令和２年６月議会定例会は新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、６月８日

から12日までの５日間の会期で開催され、令和２年度補正予算など17議案（専決

処分３件、条例６件、補正予算８件）、報告２件が上程され、それぞれ可決、承認

された。

　専決処分はコロナウイルス対策に関する補正予算約１億3,650万円。

　条例では、近年消費者トラブルが多発し被害額も増加していることから、悪徳業

者から町民を守り、安心して暮らせる町を作るために和水町消費生活安心条例が新

たに制定された。

　一般会計補正予算の主なものは、退職・採用に伴う人件費約527万円の減額。

旧老人福祉センターの過去の油漏れに係る土壌改善工事に2,897万円、江田高野

線道路改良工事に１億3,500万円（国庫補助金の追加交付による）など。

　特別養護老人ホーム事業会計では、退職に伴う人件費約738万円の減額と介護

士不足を補うために人材派遣会社からの介護士派遣費578万円が追加補正された。

　その他、馬場区自治会から提出された「県道16号線速度規制及び信号機等設置

について」の陳情が採択され、熊本県と県警に要望活動を行うように執行部に要請

した。

一般会計・特別会計補正予算
会　計　名 補　正　額 総予算額

一般会計 1億6,616万8千円 86億2,415万1千円

国民健康保険事業会計 450万円 13億8,825万2千円

特別養護老人ホーム事業会計 △161万4千円 4億9,727万2千円

住宅用地造成事業会計 31万2千円 1億6,682万円

下水道事業会計 107万3千円 7,672万9千円

特定生活廃水処理事業会計 472万6千円 1億1,435万8千円

後期高齢者医療事業会計 △73万円 1億7,852万8千円

病院事業会計 620万2千円 9億2,132万9千円

６ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果
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ズバリ！聞きます 一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
は
7.5
倍
の
５
，５
５
３
万

円
に
。ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

出
生
数
が
つ
い
に
39
名
に
。対
策
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
中
の
給
食
費
補
助
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
は
町
内

で
循
環
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）返
礼
品
は
全
て
町
内
生
産

の
も
の
。
購
入
費
用
約
１
，
５
０
０
万

円
が
町
内
で
循
環
し
て
い
る
金
額
。

問
あ
い
の
り
く
ん
は
乗
り
継
ぎ
３
０

０
円
。
解
決
す
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

を
使
い
な
が
ら
、
対
応
で
き
る
な
ら
ば

是
非
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
南
小
学
校
跡
地
の
活
用
事
業
の
再

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
、
東
・
西
・
神
尾
小

学
校
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
結
果
の
町

民
へ
の
広
報
や
周
知
は
充
分
か
。

答
（
町
長
）対
応
は
で
き
て
い
た
。

問
南
小
学
校
旧
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
宅
地
造
成
事
業
と
し
て
は

課
題
も
多
く
、
現
状
の
ま
ま
で
の
売
却

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
直
近
３
年
間
の
出
生
数
は
。

答
（
町
長
）平
成
29
年
度
65
名
、
30
年

度
45
名
、
令
和
元
年
度
39
名
。

問
こ
の
ま
ま
低
出
生
数
が
続
け
ば
令

和
8
年
に
は
小
学
１
年
生
が
現
在
の
半

分
以
下
の
39
名
に
な
る
。
令
和
14
年
に

は
小
学
生
の
総
数
が
現
在
の
４
１
９
名

か
ら
半
分
の
２
０
０
名
に
。
低
出
生
数

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
。

答
（
町
長
）
非
常
に
深
刻
に
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
住
む
場
所
。
さ
く
ら
タ
ウ

ン
が
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
緊
急
事
態
発
令

中
の
給
食
費
の
補
助
は
。

答
（
町
長
）４
月
分
は
徴
収
せ
ず
、
５

月
分
は
徴
収
す
る
。
令
和
３
年
２
月
に

調
整
額
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
。

問
給
食
費
の
無
償
化
は
子
育
て
世
帯

を
救
う
効
果
的
施
策
。
今
年
度
実
現
を
。

答
（
町
長
）
無
償
化
は
必
要
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
財
源
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

＊一般質問の記事は、質問した議員が600字程度に要約した	 	
ものです。原文を尊重していますが、一部編集しています。
＊発言が「～である。」調で記載していますが、質問・答弁は丁寧語で発言されています。
＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

白木　淳議員	 4P
◦子ども達がコロナ世代と言われないような努力
を求める

池田　龍之介議員	 5P
◦『危機管理』とは結果論ではなく危機回避策を
どの様にしたのか	 	
空振りは何度でもよいが見過ごしは出来ない!!

荒木　宏太議員	 6P
◦新型コロナウイルス感染症対策は万全か

齊木　幸男議員	 5P
◦ふるさと納税は7.5倍の5,553万円に。どのよ
うに活用するのか
◦出生数がついに39名に。対策は
◦コロナ感染防止中の給食費補助は

髙木　洋一郎議員	 6P
◦選挙公約の進捗率は60％
◦大河ドラマの経済波及効果は、６～９億円
◦金栗翁銅像原型を無償で借用

森　潤一郎議員	 7P
◦学校再開後の教育方針について

庄山　忠文議員	 8P
◦定住促進について
◦農林業の振興について

秋丸　要一議員	 7P
◦今後の業者選定方法に問題点を残す！
◦スクールバス運行事業について問う

６月定例会では８名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。

ズバリ！聞きます　一般質問

子
ど
も
達
が

コ
ロ
ナ
世
代
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
な

努
力
を
求
め
る

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に

よ
っ
て
各
方
面
で
影
響
を
受
け
て
い
る
。

我
が
町
で
も
事
業
継
続
支
援
金
事
業
や

全
町
民
へ
の
５
，
０
０
０
円
分
の
商
品

券
の
配
布
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
国
の
経
済
対
策
の
情
報
等

を
収
集
し
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。

問
長
期
に
わ
た
る
休
校
で
学
習
の
遅

れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
消
す
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）
不
足
し
て
い
る
分
が
15

日
ぐ
ら
い
な
の
で
、
夏
休
み
・
冬
休
み

を
短
縮
す
る
こ
と
で
回
復
し
た
い
。
第

２
波
が
な
け
れ
ば
今
年
度
の
教
育
課
程

を
確
保
で
き
る
。
第
２
波
が
来
た
場
合

は
難
し
く
な
る
。

問
第
２
波
・
第
３
波
が
来
る
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
の
で
、
休
校
に
備
え

て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
を
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

答
（
教
育
長
）パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
環
境
が
十
分
そ
ろ
っ
て
い
な
い

の
で
、
出
来
な
い
。
各
学
校
に
は
、
今

ま
で
の
よ
う
に
勉
強
し
た
後
に
復
習
す

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
学
習
課
題
を
は

っ
き
り
と
見
据
え
て
予
習
的
に
取
り
組

む
学
習
の
在
り
方
を
指
導
し
て
い
る
。

『
危
機
管
理
』と
は
結
果
論
で
は
な
く

危
機
回
避
策
を
ど
の
様
に
し
た
の
か

空
振
り
は
何
度
で
も
よ
い
が

見
過
ご
し
は
出
来
な
い
!!

問
代
表
監
査
委
員
か
ら
基
金
運
用
に

つ
い
て
、
預
け
入
れ
る
金
融
機
関
が
農

協
に
偏
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
世

界
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
伴
い
、
危
機
的
状
況
下
に
あ

り
、
農
林
中
金
が
投
資
し
て
い
る
「
Ｃ

Ｌ
Ｏ
」
は
、
格
付
の
低
い
企
業
向
け
ロ

ー
ン
融
資
を
束
ね
て
証
券
化
し
た
も
の

を
巧
妙
に
ト
リ
プ
ル
A
等
に
格
付
け
さ

れ
た
も
の
を
売
ら
れ
て
い
る
と
酷
評
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
農

協
に
50
億
円
近
く
預
け
ら
れ
て
い
る
が

危
機
管
理
上
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
監
査
員
へ
の
回
答
で
は
、
利
率
０
・

01
％
の
定
期
預
金
は
決
済
用
預
金
に
切

り
替
え
、
そ
の
他
の
定
期
預
金
に
つ
い

て
は
満
期
日
等
を
勘
案
し
決
済
用
に
切

り
替
え
る
か
、
別
の
金
融
機
関
に
移
す

か
検
討
す
る
。
と
な
っ
て
い
る
が
ど
の

様
に
さ
れ
た
の
か
。

答
（
町
長
）
農
林
中
金
は
ト
リ
プ
ル
A

格
に
し
か
投
資
を
致
し
て
お
ら
ず
、
満

期
保
有
が
原
則
で
例
え
単
価
が
下
が
っ

て
も
直
ち
に
損
失
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
６
月
８
日
現
在
で
、
肥
後

銀
行
33
億
２
，
３
０
０
万
円
、
玉
名
農

協
34
億
９
，
３
０
０
円
の
割
合
に
是
正

し
た
。

要望
町
長
の
話
は
額
面
の
偏
り
方
は
フ

ィ
フ
テ
ィ
フ
ィ
フ
テ
ィ
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、回
答
書
と
違
う
、こ
れ
は
、

町
民
と
の
約
束
を
破
棄
し
た
の
と
同
じ

で
あ
り
、
さ
ら
に
１
年
間
リ
ス
ク
を
負

う
形
で
は
な
い
か
。
町
民
の
預
金
、
財

産
に
匹
敵
す
る
基
金
運
用
に
つ
い
て
の

代
表
監
査
員
か
ら
の
勧
告
で
あ
る
。
危

機
管
理
と
云
う
の
は
結
果
論
じ
ゃ
な
く
、

危
機
を
回
避
す
る
対
応
策
を
如
何
に
と

っ
た
か
で
あ
り
、
空
振
り
は
何
度
し
て

も
良
い
が
、
見
過
ご
し
は
１
度
た
り
と

も
出
来
な
い
。『
多た

ぞ
う
こ
う
ぼ
う

蔵
厚
亡
』
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
欲
が
深
い
と
全
て
を

失
う
と
云
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、
利

率
が
高
い
か
ら
預
け
る
、
云
わ
ば
こ
れ

で
す
よ
。
親
亀
こ
け
た
ら
子
亀
ま
で
こ

け
た
じ
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
危
機
回
避

対
応
策
を
し
て
頂
き
た
い
。
農
林
中
金

の
経
常
利
益
は
15
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し

て
右
肩
下
が
り
で
、
19
年
度
の
経
常
利

益
は
約
４
分
の
１
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

白木　淳議員

池田龍之介議員

齊木　幸男議員



Nagomi vol.54 Nagomi vol.547 6

ズバリ！聞きます 一般質問ズバリ！聞きます

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
万
全
か

選
挙
公
約
の
進
捗
率
は
60
％

大
河
ド
ラ
マ
の
経
済
波
及
効
果
は
、

６
〜
９
億
円

金
栗
翁
銅
像
原
型
を
無
償
で
借
用

問
和
水
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
に
お
い
て
、
医
師
な
ど

の
専
門
家
、
経
済
の
専
門
家
が
構
成
員

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
ま
た
、
各
専
門
家
は
構
成
員
と
し

て
選
任
が
あ
っ
た
か
。

答
（
町
長
）
行
動
や
構
成
員
等
に
つ
い

て
は
和
水
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
の
中
で
定
め
て
運
営
を

し
て
い
る
。
専
門
家
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
こ
の
計
画
自
体
が
町
職
員
の
行
動

計
画
が
メ
イ
ン
と
な
る
の
で
、
町
職
員

以
外
の
構
成
員
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

専
門
家
を
対
策
本
部
の
構
成
員
と
し
て

も
選
任
は
し
て
い
な
い
。

問
元
の
経
済
活
動
へ
戻
す
た
め
、
ま

た
、
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

感
染
の
有
無
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
再

起
の
道
筋
と
な
ら
な
い
か
。
今
後
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
体
検
査
を
独
自
で
行
い
、

町
内
の
実
態
調
査
を
考
え
て
い
な
い
か
。

答
（
町
長
）
町
民
全
て
の
方
の
感
染
の

み
を
明
確
に
す
れ
ば
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
１
回
検
査
を
受
け
て
陰
性
だ
と
し

て
も
、
次
の
日
に
感
染
し
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
毎
日
検
査
し
な

い
と
感
染
の
有
無
は
明
確
に
な
ら
な
い
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
な
ぜ
実
施
し

な
い
の
か
。

答
（
教
育
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
す
る

に
は
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
が
必
要
。
双

方
向
で
利
用
で
き
る
た
め
の
ソ
フ
ト
が

必
要
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
自
宅
に
は

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
も
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
先
生
方
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

っ
て
指
導
す
る
技
術
、
研
修
が
必
要
、

子
ど
も
達
に
は
そ
の
練
習
も
必
要
、
現

在
そ
の
い
ず
れ
も
整
備
で
き
て
い
な
い
、

和
水
町
で
は
ま
だ
一
斉
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
で
き
る
環
境
に
は
な
い
。

問
町
長
の
選
挙
公
約
の
進
捗
状
況
を

問
う
。

答
（
町
長
）
公
約
事
項
の
進
捗
率
は
60

％
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

最
優
先
事
項
の
菊
水
地
域
小
学
校
統

合
は
、
本
年
４
月
に
開
校
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
幼
児
英
語
教
育
の
実
施
、
宅
地

造
成
等
の
定
住
化
対
策
、
道
路
整
備
な

ど
に
つ
い
て
も
順
調
に
推
進
で
き
て
い
る
。

　

旧
町
間
を
結
ぶ
縦
の
県
道
も
着
実
に

整
備
で
き
つ
つ
あ
り
、
菰
田
橋
の
架
替

え
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
担
い
手
不
足
の
解
消
で
は
、
就

農
に
向
け
た
相
談
会
や
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
酪
農
や
施
設
園
芸
で
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。
集
落
営
農
組
織
の
推

進
な
ど
、
強
い
農
業
・
稼
げ
る
農
業
を

目
指
し
て
い
る
。

提案
今
後
の
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
町
民
に
と
っ
て

最
も
有
効
な
政
策
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。

問
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
経

済
波
及
効
果
は
？

答
（
町
長
）
平
成
30
年
と
令
和
元
年
の

観
光
客
入
込
み
数
を
比
較
す
る
と
約
24

万
人
増
加
し
た
。
三
加
和
温
泉
・
緑
彩

館
は
前
年
比
で
１
・
４
倍
、
菊
水
ロ
マ

ン
館
は
１
・
04
倍
の
売
上
増
で
あ
っ
た
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）熊
本
県
経
済
波

及
効
果
分
析
ツ
ー
ル
で
計
算
す
る
と
約

９
億
円
の
経
済
効
果
。
観
光
消
費
額
調

査
ツ
ー
ル
で
は
約
６
億
円
の
経
済
効
果

が
あ
っ
た
と
見
込
ま
れ
る
。

問
今
後
の
、
金
栗
生
家
活
用
に
よ
る

活
性
化
策
を
問
う
。

答
（
町
長
）
元
熊
本
大
学
の
芸
術
系
教

授
が
金
栗
四
三
翁
の
銅
像
の
原
型
（
Ｆ

Ｒ
Ｐ
製
）
を
無
償
で
お
貸
し
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、
活
用
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

学
校
再
開
後
の

教
育
方
針
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

実
施
の
結
果
、
４
・
５
月
と
休
校
が
続

い
た
小
・
中
学
校
の
学
習
の
遅
れ
を
ど

う
解
消
す
る
か
。

答
（
教
育
長
）４
月
15
日
か
ら
５
月
末

ま
で
休
校
期
間
が
続
い
た
が
、
定
期
的

に
登
校
し
て
も
ら
う
な
ど
し
た
の
で
、

授
業
に
限
る
と
15
日
間
の
遅
れ
で
あ
る
。

こ
の
遅
れ
な
ら
、
夏
休
み
と
冬
休
み
期

間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
出
来
る

と
考
え
て
い
る
。

問
遅
れ
解
消
の
た
め
児
童
・
生
徒
や

現
場
の
先
生
が
負
担
増
に
な
ら
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
急
ぎ
足
で
の
授
業
展
開

に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
だ
「
３
密
」

を
避
け
な
が
ら
の
授
業
だ
か
ら
慣
れ
る

ま
で
先
生
は
気
苦
労
だ
ろ
う
。
ま
た
、

第
２
波
、
第
３
波
の
発
生
を
考
え
れ
ば
、

先
生
た
ち
は
授
業
内
容
を
精
選
し
、
子

ど
も
が
分
か
り
や
す
い
基
準
を
設
定
し

て
教
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
学
校
現
場
で
も
「
３
密
」
を
避
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
子
ど

も
は
友
と
交
わ
る
中
で
成
長
す
る
。
子

ど
も
達
が
近
距
離
で
話
せ
な
く
て
も
意

見
を
出
し
合
い
、
意
見
交
換
で
き
る
方

法
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
考
え
よ
う
に

よ
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た

ら
し
た
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

在
り
方
、教
え
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
子
ど
も
が
対
話
で
育
つ

こ
と
は
当
然
だ
が
、
個
人
で
学
ぶ
力
を

身
に
つ
け
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
。
今
の
よ
う
な
先
が
見
え
な

い
中
で
何
を
身
に
つ
け
て
い
く
か
、
先

生
も
子
ど
も
達
も
自
ら
考
え
、
実
践
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
与
え
ら
れ

た
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
ン
チ

で
な
い
と
で
き
な
い
教
育
と
学
び
が
あ

る
は
ず
。
菊
水
、
三
加
和
各
30
人
程
度

ず
つ
中
学
３
年
生
を
募
っ
て
、
社
会
教

育
分
野
で
何
か
や
れ
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

今
後
の
業
者
選
定
方
法
に
問
題

点
を
残
す
！

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
に
つ

い
て
問
う

問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
至
っ
た
経

緯
を
問
う
。

答
（
町
長
）
価
格
比
較
だ
け
で
な
く
、

児
童
の
生
命
、
身
体
の
安
全
確
保
に
留

意
し
た
選
定
方
法
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
が
最
良
と
判
断
し
公
募
、実
施
し
た
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）そ
の
結
果
３
社
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

問
業
者
選
定
の
審
査
内
容
に
つ
い
て

問
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
要
綱
に
基
づ
い

て
、
業
務
遂
行
能
力
・
提
案
内
容
・
見

積
金
額
の
３
項
目
の
審
査
基
準
で
各
企

業
か
ら
の
提
案
内
容
を
５
名
の
選
定
委

員
に
よ
っ
て
審
査
し
、
そ
の
結
果
３
年

間
の
契
約
で
町
外
業
者
を
選
定
し
た
。

問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、
平
た
く

言
え
ば
提
案
力
の
競
争
だ
。
今
回
６
年

間
の
実
績
あ
る
町
内
２
業
者
で
な
く
、

な
ぜ
町
外
業
者
に
決
定
さ
れ
た
の
か
と

い
う
町
民
の
声
が
聞
か
れ
る
。

答
（
町
長
）５
名
の
選
定
委
員（
町
長
・

副
町
長
・
議
長
・
教
育
長
・
建
設
課
長
）

の
審
査
の
下
に
結
果
が
出
た
事
に
従
う

と
言
う
こ
と
だ
。

問
児
童
の
安
全
面
も
大
切
だ
。
し
か

し
一
方
で
町
内
業
者
の
経
営
支
援
と
育

成
も
必
要
だ
。
町
長
は
町
民
の
安
心
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
町
内
業
者
を
泣
か
せ
て
町
は
何

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
町
長
の
認

識
は
。

答
（
町
長
）
今
回
の
決
定
は
、
運
行
事

業
に
対
す
る
会
社
の
基
本
方
針
や
職
員

教
育
な
ど
い
ろ
ん
な
点
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き

た
い
。

問
町
内
業
者
は
大
手
企
業
と
の
対
抗

に
限
界
が
あ
る
。
次
回
、
業
者
の
選
定

方
法
の
見
直
し
や
改
善
の
余
地
は
あ
る

か
。

答
（
町
長
）
検
証
し
、
対
応
し
て
ゆ
く

考
え
で
あ
る
。

問
次
回
、
選
定
委
員
の
構
成
の
見
直

し
は
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）検
討
す
る
。

森　潤一郎議員

秋丸　要一議員

髙木洋一郎議員

荒木　宏太議員
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一般質問

定
住
促
進
に
つ
い
て

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
①
藤
田
さ
く
ら
タ
ウ
ン
が
最
終
段

階
に
入
っ
て
き
た
が
、
今
後
他
の
地
域

で
の
住
宅
造
成
計
画
が
あ
る
か
。
②
宅

地
に
す
る
た
め
に
、
農
地
法
４
条
、
５

条
の
申
請
認
可
ま
で
簡
素
化
は
で
き
な

い
か
。
③
空
き
家
対
策
と
し
て
町
に
登

録
さ
れ
て
い
る
件
数
で
元
年
度
売
買
、

賃
貸
で
成
立
し
た
件
数
は
。
ま
た
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
。

答
（
町
長
）
宅
地
造
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
３
月
に
定
住
移
住
の
促

進
策
と
し
て
町
有
地
の
造
成
を
行
う
と

し
、
現
在
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
全
力
で
取
り
組
み
、
そ
の
効
果
、
課

題
を
検
証
し
て
ふ
れ
あ
い
広
場
、
南
小

プ
ー
ル
跡
地
の
計
画
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

農
地
法
４
条
、
５
条
の
申
請
許
可
に

つ
い
て
は
、
町
農
業
委
員
会
で
許
可
後
、

県
に
よ
る
確
認
、
書
類
審
査
を
行
い
約

35
日
程
度
で
許
可
が
で
き
る
。
農
振
地

除
外
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を
合
わ
せ

る
と
１
年
位
か
か
っ
て
い
る
。
今
後
出

来
る
だ
け
早
く
許
可
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
売
買
３

件
、
賃
貸
が
６
件
の
成
約
と
な
り
世
帯

人
員
と
し
て
20
名
が
移
住
定
住
さ
れ
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
事
業
補
助
金

活
用
を
進
め
移
住
定
住
促
進
に
努
め
る
。

問
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

農
業
へ
の
打
撃
が
進
ん
で
い
る
が
、
町

と
し
て
今
後
の
対
応
は
。
②
木
材
の
価

格
低
迷
で
林
業
が
厳
し
い
が
、
経
費
減

少
に
向
け
て
林
道
、
作
業
道
の
整
備
を

町
単
独
事
業
と
し
て
や
れ
な
い
か
。
③

農
業
者
不
足
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
が
続

い
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

し
て
、
農
林
振
興
課
を
中
心
に
農
産
品

の
消
費
拡
大
運
動
や
持
続
化
給
付
金
等

を
情
報
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の

大
型
２
次
補
正
で
臨
時
支
援
交
付
金
を

利
用
し
て
次
な
る
一
手
も
検
討
し
、
生

産
現
場
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
林

道
、
作
業
道
は
施
業
集
約
化
に
向
け
て

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
い
き
た

い
。
農
業
者
不
足
、
農
地
荒
廃
に
つ
い

て
は
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
方
を
若
手
農

家
の
相
談
窓
口
と
し
て
育
成
、
生
産
確

保
、
ま
た
農
地
の
整
備
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。
耕
作
放
棄
地
に
お
い
て
は
、
栴

檀
木
の
植
え
付
け
等
を
進
め
て
い
き
た

い
。

今
年
度
に
向
け
た
決
意

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
紹
介

熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
　
柿
内
　
輝
心
　
選
手

　

和
水
町
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
柿
内
輝
心
で
す
。

緑
小
学
校
を
卒
業
し
、
福
岡
市
の
姪
浜
中

学
校
入
学
時
か
ら
13
年
が
過
ぎ
、
ヴ
ォ
ル

タ
ー
ズ
３
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
３
試
合
目
で
十
字
靭
帯
断

裂
と
い
う
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、
期
待
に

応
え
る
事
が
出
来
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
手
術
後
は
た
く
さ
ん
の
励
ま
し

と
応
援
を
頂
き
、
順
調
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
無
念
を
晴
ら
す
た
め
、

厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
も
乗
り
越
え
10
月
の
開

幕
戦
に
は
１
０
０
%
の
仕
上
が
り
に
し
ま

す
。
地
元
の
先
輩
に
ト
レ
ー
ナ
ー
指
導
を

頂
き
、
心
身
と
も
油
断
無
く
、
チ
ー
ム
練
習

に
も
励
み
ま
す
。
ま
た
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま

で
元
気
に
コ
ー
ト
に
立
ち
、
是
非
と
も
チ

ー
ム
目
標
、
熊
本
県
民
の
夢
で
あ
る
Ｂ
１

昇
格
を
実
現
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
で

大
変
な
時
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
も
負
け

ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
和
水
町

の
名
に
恥
じ
な
い
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
開
校
の
菊
水
小
学
校
に
は
学
童
保
育
ス

ペ
ー
ス
の
予
定
が
無
か
っ
た
為
、
隣
接
地（
旧
三
ツ
矢

電
子
跡
）に
学
童
保
育
施
設
を
新
築
し
た
。

　

建
物
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建
、
事
業
費
と
し
て
８
３
，
６

０
０
千
円
。

　

財
源
と
し
て
は
、
国
、
県
、
地
方
債
を
充
て
る
。

　

学
童
保
育
施
設
の
運
営
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
募
集

さ
れ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ

に
委
託
し
て
い
る
。

　

現
在
、
88
名
の
子
ど
も
達
が
利
用
し
、
放
課
後
の
安

心
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。	

（
齊
木
幸
男
）

「
大
活
躍
の
予
感
」

　
　
　

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
リ
ー
グ
中
断
で
応
援
の
機
会
を

逃
し
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

今
季
は
膝
の
け
が
と
の
二
重
苦
か

ら
復
帰
す
る
輝
心
選
手
が
、
チ
ー
ム
の

司
令
塔
と
し
て
大
活
躍
す
る
姿
を
会

員
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成30年 菊水中央小学校の施設整備開始。

令和 元年 6月 校舎北側に新しいプール完成。使用開始。

令和 元年 7月 既存校舎西側に2階建ての増築校舎完成。

令和 元年 7月 既存校舎改修の為、新校舎への引っ越し作業実施。

令和 2年 1月 既存校舎改修工事終了。

令和 2年 2月		8日 菊水西・菊水中央小学校の閉校式を挙行。

令和 2年 2月15日 菊水東・菊水南小学校の閉校式を挙行。

令和 2年 3月25日・26日 菊水西・菊水東・菊水南小学校から菊水中央小学校へ備品の引っ越し実施。

令和 2年 4月		8日 菊水小学校の開校式を挙行。全校児童276名での出発。

〜令和２年４月８日、開校しました！〜

菊 水 区 域 小 学 校 統 合

庄山　忠文議員

柿内輝心選手後援会
会長

岡本　貞三

増築棟 改修棟


